




口唇・口蓋裂の形成手術を受けた患者の上歯列弓は,通常著しい狭窄を呈し,下歯列弓との

咬合関係は一般に明白な cross-bite の状態となる。したがって,口蓋裂患者の矯正治療の

最初の重要なステップは,上歯列弓を拡大することにより cross-bite を改善することにあ

る。しかし,この拡大は決して容易なものではなく,特に片側性唇・顎・口蓋裂患者におい

ては cross-bite の程度が左右非対称であるだけに期待した拡大は得られ難いことが多い。 


